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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 10,403 △10.8 297 182.7 356 123.1 286 174.0

2024年3月期第3四半期 11,669 △16.5 105 △87.8 159 △82.4 104 △83.3

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　334百万円 （99.5％） 2024年3月期第3四半期　　167百万円 （△75.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 39.16 ―

2024年3月期第3四半期 14.29 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 11,100 8,824 79.5

2024年3月期 11,617 8,709 75.0

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 8,824百万円 2024年3月期 8,709百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2025年3月期 ― 0.00 ―

2025年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,853 4.2 268 7.4 334 5.2 238 64.3 32.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 7,500,000 株 2024年3月期 7,500,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 194,632 株 2024年3月期 194,631 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 7,305,369 株 2024年3月期3Q 7,305,369 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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売　　上　　高 セグメント利益（営業利益）

・建設事業 102億18百万円（前年同期比 11.0％減） 2億88百万円（前年同期比 239.1％増）

・運輸事業 １億84百万円（前年同期比  1.8％減） ９百万円（前年同期比  53.3％減）

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善による個人消費の回復が進むととも

に、インバウンド消費の拡大にも支えられ、緩やかな回復基調となりました。

　一方で、円安の進行による物価の上昇、日本と欧米市場における金利水準の差異、中国経済の停滞等に伴う世

界経済への下振れなど、これら不安定な国際情勢に起因する原材料・エネルギー価格の高止まりなどが国内景気

の下押しリスクとなるなか、依然として景気の先行きは不透明な状態が続いており、地政学的リスクや今後の米

国の政策転換等と合わせて注視が必要です。

建設業界におきましては、公共投資は補正予算の効果もあり底堅く推移し、民間設備投資は堅調な企業収益を背

景に持ち直しの動きがみられるものの、職人不足や資材高騰などマイナス要因により引き続き厳しい状況にありま

す。一方、運輸業界は、燃料費高騰や人手不足などによるコスト上昇により厳しい業界環境にあります。

このような状況の下で、当社グループは主力たる建設事業の受注獲得に全社をあげて注力してまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、建設事業の受注高は142億38百万円となり、通期受注計画

170億円に対する進捗率は83.8％となっております。

売上高につきましては、建設事業は期首繰越及び当期の受注は順調であるものの、着工間もない工事が多いた

め前年実績を11.0％下回り、運輸事業も前年の輸送量を若干下回ったことから、当第３四半期連結累計期間の売上

高は、前年同期比12億65百万円減少の104億３百万円となりました。

次に、利益につきましては、運輸事業で前年同期を下回ったものの、建設事業において完成工事総利益率が前

年同期に比べ3.0ポイント改善したため、当第３四半期連結累計期間の営業利益は２億97百万円で前年同期比１億

92百万円の増益、経常利益は３億56百万円で前年同期比１億96百万円の増益となりました。また、親会社株主に帰

属する四半期純利益につきましては、２億86百万円と前年同期比１億81百万円の増益となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は85億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ、８億10百万円

減少いたしました。これは主に、電子記録債権が５億25百万円増加する一方、現金預金が15億25百万円減少したこ

とによるものであります。

固定資産は25億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ、２億93百万円増加いたしました。これは主に繰延税

金資産が95百万円減少する一方、建物・構築物が２億19百万円、投資有価証券が81百万円それぞれ増加したことに

よるものであります。

この結果、資産合計は111億円となり、前連結会計年度末に比べ、５億17百万円減少いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は20億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ、５億５百万円

減少いたしました。これは主に、未成工事受入金が２億29百万円増加する一方、前連結会計年度末における支払債

務の決済進展により工事未払金等が６億２百万円、工事損失引当金が64百万円それぞれ減少したことによるもので

あります。固定負債は２億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億27百万円減少いたしました。これは主

に、訴訟損失引当金が１億円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は22億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ、６億32百万円減少いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は88億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ、１億15百万

円増加いたしました。これは主に、その他有価証券評価差額金が48百万円、利益剰余金が66百万円それぞれ増加し

たことによるものであります。

この結果、自己資本比率は79.5％（前連結会計年度末は75.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の通期連結業績予想につきましては、2024年５月８日に公表いたしましたものから修正は行ってお

りません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,657,975 1,132,015

完成工事未収入金等 6,351,766 6,243,849

電子記録債権 103,300 628,807

未成工事支出金 1,588 5,842

材料貯蔵品 1,467 2,058

その他 287,613 580,457

貸倒引当金 △51,170 △51,180

流動資産合計 9,352,543 8,541,850

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 694,228 914,037

機械、運搬具及び工具器具備品 380,191 458,778

土地 871,540 871,540

建設仮勘定 － 9,650

減価償却累計額 △621,798 △655,303

有形固定資産合計 1,324,162 1,598,703

無形固定資産 31,529 28,763

投資その他の資産

投資有価証券 647,098 728,726

会員権 102,919 109,373

繰延税金資産 131,369 36,361

その他 74,407 102,573

貸倒引当金 △46,175 △46,175

投資その他の資産合計 909,619 930,860

固定資産合計 2,265,311 2,558,327

資産合計 11,617,855 11,100,178

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金等 1,799,921 1,197,185

未払法人税等 11,760 5,911

未成工事受入金 343,252 572,754

完成工事補償引当金 61,000 40,000

工事損失引当金 130,500 65,600

賞与引当金 79,200 40,600

訴訟損失引当金 － 20,000

その他 132,470 110,901

流動負債合計 2,558,103 2,052,953

固定負債

役員退職慰労引当金 43,829 48,263

退職給付に係る負債 187,762 157,563

訴訟損失引当金 100,920 －

その他 17,619 16,480

固定負債合計 350,131 222,307

負債合計 2,908,235 2,275,260

純資産の部

株主資本

資本金 723,000 723,000

資本剰余金 477,001 477,001

利益剰余金 7,321,266 7,388,168

自己株式 △119,484 △119,485

株主資本合計 8,401,783 8,468,684

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 307,836 356,232

その他の包括利益累計額合計 307,836 356,232

純資産合計 8,709,619 8,824,917

負債純資産合計 11,617,855 11,100,178
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高

完成工事高 11,481,268 10,218,980

運輸事業売上高 188,204 184,836

売上高合計 11,669,472 10,403,817

売上原価

完成工事原価 10,882,343 9,383,504

運輸事業売上原価 150,394 158,606

売上原価合計 11,032,738 9,542,111

売上総利益

完成工事総利益 598,925 835,476

運輸事業総利益 37,809 26,229

売上総利益合計 636,734 861,705

販売費及び一般管理費 531,478 564,154

営業利益 105,255 297,551

営業外収益

受取利息 24 223

受取配当金 18,754 21,627

受取賃貸料 37,020 38,300

売電収入 1,558 1,153

その他 4,009 4,156

営業外収益合計 61,367 65,461

営業外費用

賃貸費用 5,819 5,419

売電費用 857 851

その他 24 3

営業外費用合計 6,701 6,273

経常利益 159,921 356,738

特別利益

固定資産売却益 3,223 1,154

訴訟損失引当金戻入額 － 80,920

特別利益合計 3,223 82,075

特別損失

投資有価証券評価損 － 8,980

特別損失合計 － 8,980

税金等調整前四半期純利益 163,144 429,833

法人税、住民税及び事業税 73,894 70,082

法人税等調整額 △15,142 73,688

法人税等合計 58,751 143,771

四半期純利益 104,393 286,062

親会社株主に帰属する四半期純利益 104,393 286,062

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 104,393 286,062

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 63,232 48,396

その他の包括利益合計 63,232 48,396

四半期包括利益 167,625 334,459

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 167,625 334,459

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 　　　　　　　　42,506千円 　　　　　　　　51,885千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（単位：千円）

建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高

(1）外部顧客への売上高 11,481,268 188,204 11,669,472

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 11,481,268 188,204 11,669,472

セグメント利益 84,952 20,302 105,255

（単位：千円）

建設事業 運輸事業
合　計
（注）

売上高

(1）外部顧客への売上高 10,218,980 184,836 10,403,817

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 10,218,980 184,836 10,403,817

セグメント利益 288,072 9,478 297,551

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

- 7 -

㈱ソネック (1768) 2025年３月期　第３四半期決算短信



項　目

前年同四半期累計期間

（2024年３月期

　　　　第３四半期）

当第３四半期累計期間

（2025年３月期

　　　　第３四半期）

比較増減
（参考）

2024年３月期

　建

　設

　事

　業

　建

　築

　官公庁 1,693,175 4,556,270 2,863,095 1,972,744

　民　間 6,193,059 8,856,721 2,663,661 14,114,094

　　計 7,886,234 13,412,991 5,526,756 16,086,838

　土

　木

　官公庁 108,821 622,300 513,479 124,059

　民　間 855,560 202,780 △652,780 935,010

　　計 964,381 825,080 △139,301 1,059,069

　計

　官公庁 1,801,996 5,178,570 3,376,574 2,096,804

　民　間 7,048,619 9,059,501 2,010,881 15,049,104

　　計 8,850,615 14,238,071 5,387,455 17,145,908

項　目

前年同四半期累計期間

（2024年３月期

　　　　第３四半期）

当第３四半期累計期間

（2025年３月期

　　　　第３四半期）

比較増減
（参考）

2024年３月期

　建

　設

　事

　業

　建

　築

　官公庁 684,828 1,593,883 909,054 1,125,612

　民　間 9,590,790 8,028,530 △1,562,259 13,366,073

　　計 10,275,618 9,622,413 △653,205 14,491,685

　土

　木

　官公庁 1,030,126 163,634 △866,491 1,127,658

　民　間 175,524 432,932 257,408 306,596

　　計 1,205,650 596,567 △609,082 1,434,254

　計

　官公庁 1,714,954 1,757,517 42,562 2,253,270

　民　間 9,766,314 8,461,463 △1,304,850 13,672,669

　　計 11,481,268 10,218,980 △1,262,287 15,925,939

　運輸事業 188,204 184,836 △3,367 253,811

　合　　計 11,669,472 10,403,817 △1,265,655 16,179,751

項　目

前年同四半期累計期間

（2024年３月期

　　　　第３四半期）

当第３四半期累計期間

（2025年３月期

　　　　第３四半期）

比較増減
（参考）

2024年３月期

　建

　設

　事

　業

　建

　築

　官公庁 2,927,305 5,728,478 2,801,173 2,766,091

　民　間 8,421,674 13,364,685 4,943,010 12,536,494

　　計 11,348,980 19,093,163 7,744,183 15,302,585

　土

　木

　官公庁 424,994 801,366 376,372 342,701

　民　間 680,035 398,261 △281,774 628,413

　　計 1,105,030 1,199,627 94,597 971,115

　計

　官公庁 3,352,299 6,529,845 3,177,545 3,108,792

　民　間 9,101,710 13,762,946 4,661,235 13,164,907

　　計 12,454,010 20,292,791 7,838,780 16,273,700

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

①　受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

②　売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

③　次期繰越高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月７日

株式会社　ソネック

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

神戸事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岡本　健一郎

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 福井　さわ子

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ソネックの2024年4月1日から2025年3月31日

までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2024年10月1日から2024年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間

（2024年4月1日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

　ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

　実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

　認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

　の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関す

　る会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

　て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

　不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起するこ

　と、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対し

　て限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入

　手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項

　及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

　作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

　められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

　監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独

　で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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